
原子炉の状態変化に応じたプラントパラメータの変化について

炉心損傷後の逃がし安全弁の作動に関する検討炉心損傷後の逃がし安全弁の作動に関する検討

【条件】
炉心の状態：過熱前
気体の発生：蒸気
SRVの状態：開
【状態変化】
RPV圧力：低下
PCV圧力：変化無し

【条件】
炉心の状態：過熱
気体の発生：蒸気、水素
SRVの状態：閉
【状態変化】
RPV圧力：上昇
PCV圧力：変化無し

【条件】
炉心の状態：過熱
気体の発生：水位低、無し
SRVの状態：閉
【状態変化】
RPV圧力：変化無し
PCV圧力：変化無し

【条件】
炉心の状態：過熱
気体の発生：蒸気、水素
SRVの状態：開
【状態変化：気体発生大】
RPV圧力：上昇
PCV圧力：上昇
【状態変化：気体発生小】
RPV圧力：変化なし
PCV圧力：上昇
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パターン１

●原子炉水位が通常であれば、SRVの開閉とRPV圧力の上昇/下降は対応
●原子炉圧力を減圧した14日18時頃、原子炉水位はBAF以下まで低下
●原子炉水位がBAF以下の状態から消防車などの低圧注水をした場合、連続的な蒸気発生となら
ないことから、RPV圧力の上昇/下降をSRV開閉のみで説明できない
●SRVの開閉に加えて、蒸気や水素の発生量に応じてRPV圧力、PCV圧力は様々な挙動をする

●原子炉水位が通常であれば、SRVの開閉とRPV圧力の上昇/下降は対応
●原子炉圧力を減圧した14日18時頃、原子炉水位はBAF以下まで低下
●原子炉水位がBAF以下の状態から消防車などの低圧注水をした場合、連続的な蒸気発生となら
ないことから、RPV圧力の上昇/下降をSRV開閉のみで説明できない
●SRVの開閉に加えて、蒸気や水素の発生量に応じてRPV圧力、PCV圧力は様々な挙動をする
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【条件】
炉心の状態：過熱
気体の発生：水位低、無し
SRVの状態：開
【状態変化：RPV圧力大】
RPV圧力：低下
PCV圧力：上昇
【状態変化：RPV圧力小】
RPV圧力：変化無し
PCV圧力：変化無し

補足説明資料

【語注】 SRV：主蒸気逃がし安全弁 RPV：原子炉圧力容器 BAF：有効燃料棒底部 PCV：格納容器
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SRVの作動状況に関する事故進展シナリオの推定（概要）

炉心損傷後の逃がし安全弁の作動に関する検討炉心損傷後の逃がし安全弁の作動に関する検討

20時頃
注水開始

DとF弁
（圧力の低いタンク）

AまたはB弁
（圧力の低いタンク）

消防車の
吐出圧力
1MPa程度

C弁
（圧力の高いタンク）

A, B, E, G, H弁を順次操作
（圧力の高いタンク）

C, G, E弁を順次操作
（圧力の低いタンク）

期間Ⅰ
DとF弁が開維持

期間Ⅱ
閉

期間Ⅲ
AまたはB弁が開維持

期間Ⅴ
開閉両方の可能性

期間Ⅳ
閉

原子炉圧力

PCV(D/W)圧力

パターン 1 3 5 34 3 5 3 4

2【語注】D/W：ドライウェル 【備考】SRVはA～Hの8弁がある

【期間Ⅴ】
D/W→原子炉建屋への
漏えいの可能性があり、
PCVの圧力変化からは
SRVの開閉状態を判別
できない


